
＜鹿島中学校 学校だより＞

スローガン（目的をもち、根気強く笑顔で今この瞬間を努力） ～あいさつは 心の絆 あいさつで 心を磨きます～

車輪梅 【平成３０年５月号②】

《重点目標》 『品格を高め、目標に向かってねばり強く取り組もう』
新緑の美しい季節になりました。新年度もスタートから１ケ月半が経過し、生徒たちは真剣に授業に取

り組み、落ち着いて学校生活を過ごしています。また、部活動においては６月６日（水）から始まる相双
中体連総合大会に向け、熱気あふれる練習をしています。修学旅行や社会科見学の経験や学びを学校生活
や部活動においても生かしてほしいと願います。

『新聞を学級に設置』
「新聞に慣れ親しみ、社会情勢への関心を高め、様
々な記事を読むことを通して読解力の向上につなげ
る。」という目的の下、５月～年明けの２月までの予
定で、各学級に地方紙１紙、中央紙１紙、英字新聞
１紙（週１回）をとる事業がスタートしました。

「今日の新聞に
はどんな記事が載
っているのかな」
学級ごとに係り

の生徒が職員室前
に来て、自分の学
級分の新聞を取っ
ています。

すがすがしい季節です

『修学旅行や遠足を「○○」に生かそう』
３年生の修学旅行では、鎌倉や東京都内で班別自由行動を行いました。数名のグループでそれぞれの
見学コース等の目標を設定し、自分たちだけで、主体的・協力的に見学や体験をしました。
先生方はそれぞれ生徒の通過地点に散在して不測の事態に対応できるようにしたり、本部の学年主

任はGPS付き携帯を通したりして各班の動きを把握して安全確保に努めました。

子供たちは事前に見学場所を、東京のガイド本やインターネットなどで学習して予備知識を得てお

き、地理に不安な中、少々心配な部分もありましたが、どの班も予定通り見学を終え、きちんと時間

に遅れることなく集合場所に集まることができた班がほとんどであり、すばらしい班別行動でした。

このように、主体的に計画し、自主的に行動させることは、子供たちに達成感を味わわせる上で大切

なことです。その内容が困難であればあるほど大きな喜びが得られると思います。

※学校生活や家庭生活で、今あなたたちが生かせる「○○」を考えて、実践しましょう。

『応援団による陸上壮行会』
男子１５名、女子１５
名の選手紹介に始まり、
応援団による激励や生徒
代表御礼のことば、そし
て、吹奏楽部も校歌の演
奏で、校歌を引き立て、
応援しました。

『自転車による事故防止』
南相馬署の警察官の方や

交通安全指導員の方が朝７
時過ぎに本校においでにな
り、交通安全を呼びかける
キャンペーンを行っていた
だきました。自転車を１台
ずつ丁寧に見て、反射板を

取り付けていただきました。これからの交通安全に
向けてパンフレットもいただきました。
交通事故はいつ起きてもおかしくありません。特

にＴ字路や交差点における飛び出し、道路を横切る
時など、左右や前後の安全をよく確かめることが重
要です。これからも交通事故の防止を呼びかけ、事
故の絶無に努めていきたいと思います

『５つのプロジェクト』

過日、生徒会総会が実施され、各専門委員会の活
動計画や生徒会予算案について審議があり、活発な
総会となりました。議事の最後には、本部より提案
された「鹿島中 いじめやめよう ５つのプロジェ
クト」を本部役員の後に続いて全校生で読み上げ、
議事は全て承認され、生徒会総会は終了しました。


